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水温の上がっていない 2005 年６月だった。实験所北側に広がる通称「北浜」から 50 m ほ
ど沖までに設けた定期観察の区画で、赴任してからの 12 年間で初めての出来事で驚いた。
北浜沖の２岩礁から洞門までの岩礁にかけての約 100 m × 50 m の範囲で成育する約 300
群体をチェックした。それらは最大長径が約 80 cm だったが、大きさにかかわらずほぼ壊
滅だった。生きていても群体の一部だけが辛うじて生残していただけだった。死んでいる
確率は高く 97％だった。一方、天神崎でよく知られた田辺市元島の西側岩礁で、約 375 m × 
200 m の範囲に見られる約 600 群体（ここでの最大長径は約１ m）を検査した結果、死ん
でいる確率は 99％とほぼ全滅に近い数値になった。 
  死んだ原因はすぐに推定できた。2005 年の冬季の水温が過去 12 年間で最も低下した
ことが京都大学防災研究所白浜海象観測所の長期データリストで記録されている。水温デ
ータは芹沢重厚さんからご教示を仰いだ。田辺湾口の中央部に設置された観測地点の水深






















ケールは 17 cm。 
 
 
５．事務局便り： 
●この「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思
われる方は事務局までご連絡ください。 
●企画案などその他なんでも本会の活動に関することは、事務局あてにお寄せください。 
